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羊毛の還元およびサクシニル化による吸水性向上への効果

○小原奈津子　金井まゆみ　　中島利誠　（昭和女大）

【目的1　廃棄羊毛の機能性高分子材料への再資源化を最終目的として、これまで羊毛のサ

クシニル化による吸水性能の付与を試みてきた。先に過ギ酸酸化あるいは部分加水分解な

どとサクシニル化の組み合わせた処理による吸水性および吸湿性の向上への効果について

報告したが、今回はメルカプトエタノールを用いた還元とサクシニル化を組み合わせた処

理による効果を検討した結果について述べる。
【方法1　・還元処理：常法により精製した羊毛繊維を、40℃の、異なる濃度のメルカプト

エタノール水溶液中（浴比1:100）で４時間振とうした後、蒸留水で十分洗浄し風乾し

た。　・サクシニル化：先に還元した羊毛3 gを浸漬したｐ H8.0のリン酸緩衝溶液中（浴

比1:50）に20.55gの無水コハク酸を加え、攬絆しながら室温で24時間反応させた。この

時、反応溶液のPHを8.0に保つために１０ＮＮａＯＨを適宜加えた。　・上記の試料のコハク

酸付加量、SH基量を定量するとともに、吸水性、吸湿性を評価した。
【結果l　上記の条件で0.5～3.ONのメルカプトエタノール水溶液を用いて還元した場合､92

～250μmole/gのSH基量を含む還元羊毛が得られた。得られた試料の吸水量は7～

14g/g・wool の範囲にあり、総じて、ジスルフィド架橋が還元されてSH基量が増加するほ
ど吸水性も高くなる傾向が認められた。これらの還元羊毛をサクシニル化すると、試料中

のSH基量は減少するが吸水性はさらに高くなり、17～25g/g・woolの範囲の吸水量を示し

た。また、還元せずにサクシニル化のみ行った試料の吸水量（3g/g ・wool）に比し、還元/

サクシニル化の両方を組み合わせることにより吸水性は高くなることが明らかとなった。

1 P-36 分散染料超微粒子による絹繊維の染色

　　　　○小笠原真次　長嶋直子　（東京家政大）

［目的］分散染料は絹繊維を淡色にしか染めないため、通常その染色には不適当とされて
　　いる。これは主として分散染料の水に対する溶解度と絹に対する親和性が共に著しく
　　低いことによるものと考えられる。従って分散染料を超微粒子化することによってそ　　低いことによるものと考えられる。従って分散染料を超微粒子化することによってそ
　　の染料の化学ポテンシャルを増大させれば、水に対する溶解度と絹に対する親和性が
　　高まり、濃色染めが可能になるものと期待される。そこで本報では分散染料超微粒子
　　で調製した分散染浴を用いて絹繊維の染色を試みた。

［方法］常温下で分散染料1,4－ジアミノアントラキノン（DAA）をジメチルホルムアミド
　　（叫^A）に溶解し、これをポリビニルピロリドン（PVP）水溶液中に注入してDAA超

微粒子を析出させる。次いでこの分散液をそのまま染浴として50°Cで絹羽二重を染色
し、得られた染色布についてL声a＊b＊表色系のa＊b＊色度図を求めなどの方法により、染

　　色結果の検討を行った。
［結果］通常のDAA結晶粉末で調製した染浴を用いた場合に比べ、DAA超微粒子で調製
　　した染浴を用いた場合の絹布は充分濃色に染色されており、その色調の鮮明度も明ら
　　かに優れていた。これらの結果からみて、分散染料超微粒子を用いる絹繊維の染色はかに優れていた。これらの結果からみて、

実用的な利用価直を有するものと考えられ
よぴアソ系の分散染料、DNFA以外の有機溶
種類を用いた場合もかなり
最も優れた染色結果を示している。
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